
　４月に岡山国際サーキットで開幕し
た 2022 年の SUPER GT は、いよ
いよ最終戦を迎えた。優勝を飾った第
１戦から長いシーズンを戦い、TGR 
TEAM ENEOS ROOKIE はこのモビ
リティリゾートもてぎでの第８戦に、
チャンピオンの権利を残して臨むこと
になった。
　とはいえ、そのハードルは非常に高
い。ランキング首位の #3 Z GT500
とのポイント差は 20 点。ENEOS X 
PRIME GR Supra の大嶋和也と山下
健太がチャンピオンを獲得するために
は、まず大前提として 11 月５日（土）
の公式予選でポールポジションを獲得
し、１ポイントを獲得する必要があっ
た。これが実現できない時点でチャン
ピオンの権利を失ってしまう。
　TGR TEAM ENEOS ROOKIE は
そんな一戦に向け、セットアップを施

しもてぎに持ち込んだ。今回のもてぎ
からはパドックエリアにもファンの来
場が実現し、晴天のもとひさびさに
SUPER GT らしい盛り上がりをみせ
るなか、午前９時 35 分からの公式練
習に臨んだ。ENEOS X PRIME GR 
Supra はまず大嶋が乗り込みチェック
を行っていくが、フィーリングは悪い
ものではないにしろ、いかんせんタイ
ムが出てこない。３回のピットイン〜
アウトを行いながらセットアップの改
善を行っていき、17 周を終えてピッ
トイン。山下に交代した。
　山下も３回のピットインを行いなが
ら、GT500 専有走行の時間に１分
36 秒 981 というタイムを記録する。
バランスは悪いものではなかったが、
結果は 10 番手。トップタイムからは
0.768 秒のギャップがある。
　ポールポジション獲得というミッ

ション達成のためには、まずは Q1
を突破し Q2 へ進出することが必要
だ。感触は悪くないもののタイムが
出ない……というのは、あまり良く
ないパターンにあたる。TGR TEAM 

ENEOS ROOKIE は当初、Q1 を大嶋
で突破し、Q2 で山下にポールポジショ
ン獲得を託す予定だったが、急遽変更。
予選 Q1 のアタッカーに山下を据える
ことになった。

公式練習 11 月５日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ
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　感触は悪くないものの、ENEOS X 
PRIME GR Supra と同じブリヂスト
ンを履く GR Supra 勢が予選で揃っ
て下位に沈むまさかの展開となった
予選日を終え、TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE は 11 月６日（土）の決勝日
を迎えた。爽やかな晴天に恵まれ、最
終戦を見届けようと２万 6000 人も
のファンがスタンドを埋めるなか、午
後１時から決勝の火ぶたが切られた。
　ENEOS X PRIME GR Supra のス
タートドライバーを務めたのは大嶋だ
が、決勝に向けチームは、苦境を打開
し、来季に繋げるヒントを得ようと、
今季一度も試したことがない大幅な
セットアップのトライを行い大嶋を送
り出した。GR Supra 勢のなかにも、
ブリヂストン勢のなかにも速い車両は
いるのは予選で分かった。ならば、で
きることがあるはずだ。そんな期待
を背負いスタートした大嶋は、レース
が始まった直後から好フィーリング
を感じ取る。前方で１台が接触でスピ

　公式練習の後、フルコースイエ
ローの訓練の時間も使い、ENEOS X 
PRIME GR Supra に速さをもたらす
べく改善を続けていった TGR TEAM 
ENEOS ROOKIE は、午後３時 53 分
からの公式予選 Q1 に臨んだ。この時
季らしく陽が傾き、路面温度が急速に
下がっていく一方で、路面にはラバー
が乗りタイムも上がる。コンディショ
ン変化を読みながら、アタッカーの山
下は ENEOS X PRIME GR Supra を
駆り Q1 へ向かっていった。
　山下は５周目、１分 38 秒 084 を
記録すると、６周目に渾身のアタック
を展開していく。マークされたタイム

公式予選

決勝レース

11 月５日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

11 月６日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ

は１分 36 秒 441。しかし、上位陣
は１分 35 秒台に入っている状況で、
ENEOS X PRIME GR Supra の順位
は 11 番手というものになってしま
う。そしてこのチェッカーを受けた瞬
間、ENEOS X PRIME GR Supra の
2022 年のチャンピオンの芽は潰える
ことになってしまった。
　しかも Q1 を終えてみると、同じブ
リヂストンタイヤを履く GR Supra は
山下を先頭に 11 番手から 15 番手ま
でを占める結果となってしまった。決
勝、そして 2023 年シーズンに向け、
タイムが出ない原因の究明が急がれる
予選結果となってしまった。

ンを喫するなか、９番手でオープニン
グラップを終えると、前を行く #17 
NSX-GT を追っていった。
　レースは８周目を終える頃になる
と、前方には GT300 クラスの集団が
迫るが、そんななかアクシデントが起
きる。大嶋の２台後方にいた #36 GR 
Supra が GT300 車両と接触。４台
が巻き込まれる多重クラッシュが起き
てしまったのだ。このアクシデントの
処理のためセーフティカーランとなる
が、その最中にはストレートでさらに
GT300 車両のアクシデントが起き、
21 周目まで長いセーフティカー導入
となった。そんななか、直前に #16 
NSX-GT を先行していた大嶋は、さら
に先行する１台がペナルティで、１台
が接触でピットに戻ったこともあり、
一気に４番手に浮上する。
　リスタート後にはすぐにピットイン
可能なタイミングとなり、ENEOS X 
PRIME GR Supraも22周を終えピッ
トイン。大嶋から山下に交代する。こ
こでピットは抜群の作業をみせ、翌周
ピットインした#17 NSX-GTを先行。
４番手に復帰した。
　 レ ー ス 後 半 も ENEOS X PRIME 
GR Supra の勢いは止まらない。セッ
トアップ変更で好ペースを手にしてい
た山下は、ピットインを終えた陣営の
なかでトップを走る #100 NSX-GT、

２番手の #12 Z GT500 を追撃して
いく。#100 NSX-GT が燃費をセー
ブしていたこともあってか、トップ３
のギャップは接近。三つ巴のトップ争
いを展開するしてみせた。
　37 周目には全車がルーティンの
作業を終え、ENEOS X PRIME GR 
Supra は 3 番手につけたが、後方か
らは序盤のペナルティで順位を落と
し、チャンピオン獲得のために猛追を
みせていた #3 Z GT500 が近づい
てきた。ただ山下のペースはトップ２
を抜くまでには至らないものの、終始
衰えず、#3 Z GT500 を退けチェッ
カー。今季最終戦を表彰台で終える３
位フィニッシュを果たした。

　予選の結果により、チャンピオンの
可能性はなくなっていたものの、この
３位で ENEOS X PRIME GR Supra
はランキング５位で終えることになっ
た。GR Supra 勢の最上位だ。
　シーズンを攻めた表彰台で終えるこ
とになり、チームは満足げな表情を浮
かべたが、一方でこの戦いをシーズン
の早い段階から展開できていれば、ま
た違った結果が見えていたかもしれな
い。改善点はまだまだある。
　2022 年の SUPER GT はこれで一
年を終えることになったが、2023 年
こそ目標のチャンピオンを手に入れる
べく、チームはしばし雌伏の時季を迎
えていくことになった。



ドライバー／監督コメント

「３位表彰台で終えることができましたが、正直少し驚きました。予選が終わった後、『このま
まではダメだ』と、今回も、もちろん来季に向けてもいろいろな改善を考えていきました。GR 
Supra でも速いクルマがいて、ブリヂストンでも速いクルマがいたので、もっと良い使い方があ
るはずとトライした結果、今回については正解だったのだと思います。結果を残すことができま
したし、来季に向けても方向性をさらに探ることができれば、さらに強くなれると思っています。
今季こそチャンピオンを獲りたいと開幕戦で勝ち、途中悔しい思いもしましたが、最後に表彰台
を獲ることもできましたし、チームの力を出すこともできた。良いシーズンにはなったのではな
いでしょうか」

「予選で悔しい思いをしたので、決勝レースに向けては今まで試したことがないようなセットアッ
プ変更を行った結果、クルマがすごく良くなりました。また展開にも恵まれていたと思いますし、
ピットワークもすごく速かったことで順位を上げることができました。自分がピットアウトした
時点で上位でしたし、表彰台で終えられて良かったです。来季に向けたレースになったのではな
いでしょうか。シーズンを振り返ってみると、他車と走ると良く分かるのですが、速さの面で負
けているところが多かったです。エンジンについても、セットアップについても、今回の例をみ
ても分かるとおりまだまだ先があると思っています。いろいろなところで向上しなければいけな
いと思うので、それを踏まえてオフシーズンも頑張りたいと思っています」

「決勝レースでは『目標は表彰台』と言っていたのですが、あの予選順位から良く追い上げてくれ
たと思います。まさか本当に乗れるとは正直思っていませんでした。前からスタートしてあの順
位だったら残念だったかもしれませんが、11 番手からですからね。悔いが残らない最終戦の結果
になったのではないでしょうか。今シーズンも開幕戦で優勝することができましたが、昨年はシー
ズン途中に苦しい思いをしてきました。今季はそれでも、ポイントを落とさず途中までチャンピ
オンを争うことができました。ただ、重要な終盤戦は苦しかったですね。とはいえチームもミス
なく、今回もタイヤ交換がすごく早かったです。チーム力が上がっていることを実感しましたし、
今季得たものをしっかりと来季に繋げていきたいと思っています」

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 山下 健太　Kenta YAMASHITA

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第８戦モビリティリゾートもてぎ　リザルト

11 月５日　公式練習（GT500）

11 月６日　決勝レース（GT500） 2022 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

11 月５日　公式予選（GT500）

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 12 カルソニック IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’36.213

2 16 Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 笹原右京／大湯都史樹 DL 1’36.337

3 3 CRAFTSPORTS MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’36.391

4 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’36.399

5 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’36.504

6 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’36.556

7 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’36.687

8 8 ARTA NSX-GT 野尻智紀／福住仁嶺 BS 1’36.711

9 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’36.716

10 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’36.981

11 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’36.994

12 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’37.182

13 37 KeePer TOM’S GR Supra S. フェネストラズ／宮田莉朋 BS 1’37.255

14 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／大津弘樹 DL 1’37.485

15 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／ G. アレジ BS 1’37.589

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 2h04:58.929

2 12 カルソニック IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1.212

3 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1.888

4 3 CRAFTSPORTS MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 2.795

5 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 16.005

6 37 KeePer TOM’S GR Supra S. フェネストラズ／宮田莉朋 BS 26.476

7 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 33.939

8 8 ARTA NSX-GT 野尻智紀／福住仁嶺 BS 40.295

9 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／ G. アレジ BS 45.265

10 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 50.036

11 16 Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 笹原右京／大湯都史樹 DL 1’11.201

12 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／大津弘樹 DL 1’12.783

13 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 3Laps

R 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 55Laps

R 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 55Laps

Pos. No. Car Driver Tyre Time

1 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’35.194

2 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’35.306

3 12 カルソニック IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’35.752

4 3 CRAFTSPORTS MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’35.916

5 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’36.000

6 8 ARTA NSX-GT 野尻智紀／福住仁嶺 BS 1’36.039

7 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／大津弘樹 DL 1’36.523

8 16 Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 笹原右京／大湯都史樹 DL 1’40.059

9 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’36.390

10 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’36.440

11 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’36.441

12 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’36.590

13 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’36.754

14 37 KeePer TOM’S GR Supra S. フェネストラズ／宮田莉朋 BS 1’36.886

15 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／ G. アレジ BS 1’37.006

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 12 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 70.5 0

2 3 千代勝正／高星明誠 66 0

3 100 山本尚貴／牧野任祐 62 0

4 17 塚越広大／松下信治 60 0

5 14 大嶋和也／山下健太 49 0

6 37 サッシャ・フェネストラズ／宮田莉朋 43 0

7 23 松田次生／ロニー・クインタレッリ 37 0

8 39 関口雄飛／中山雄一 33 0

9 24 佐々木大樹／平手晃平 30.5 0

10 36 坪井翔／ジュリアーノ・アレジ 29.5 0

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2021 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


